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Abstract

　　This paper analyzes regional differences in the development of the wine industry in Spain 

through a comparative study of five wine-making regions : Jerez, Rioja, Pened e`  s, La Mancha, 

and Ribeiro.  Initially, in this study, the author pays attention to the fact that the market struc-

ture for wine is very fragmented.  Concerning quality, there is a wide diversity of consumer 

preferences for wine ; on the other hand, the market scale varies with the product from local to 

international.  This implies that the strategy of what type of wine they produce or on which 

market they put their products should influence the development process that one wine-mak-

ing region would pursue.  In this study, the quality of wine and its market scale are adopted as 

criteria to argue the different patterns of development of wine-making regions.

　　After a brief review of the history of the Spanish wine industry from the beginning of the 

19th century to the present, 56 wine-making regions certified as Denomination of Origin

（Denominaci ó  n de Origen）are classified into six types by the quality of wine and its market 

scale.  Subsequently, the development of the wine industry in the selected regions, which repre-

sent six types, is examined in terms of physical environment, accessibility to market, and vini-

fication technique, as well as some changes of circumstances such as evolution of the transpor-

tation system or shifts of preference for wine among consumers.

　　The comparison of five wine-making regions shows that regional differences in the develop-

ment of the wine industry are generated by a complicated interaction among such regional fac-

tors as physical environment, geographical location, and role of entrepreneurs.
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I．は じ め に

　1）問題意識と研究動向

　農産物加工を主体とする食品加工業は，農業国

であった 20世紀初頭までのスペインにとって国

民経済を支える重要な産業の一つであったばかり

でなく，今日においても国内・国外の資本の積極

的な経営展開によって成長を続けている部門であ

る。なかでもワインは，オリーブ油，柑橘類の加

工品とともに代表的な地中海産品としてスペイン

内外の市場において重要な地位を占めてきた。

　ワイン醸造業の発展過程を検討する際には，高

度に分節化したワインの市場構造に着目する必要

がある。すなわち，ワインに対する消費者の需要

は上質ワインから大衆ワインまで多岐にわたり，

市場の空間的範囲も地元市場から国際市場にいた

るまで極めて多様である。たとえば，品質を高め

ることによって発展する場合もあれば，大衆ワイ

ンの産地であっても商圏の拡大によって成長する

場合もある。あるいは，品質，商圏のいずれの面

でも向上がみられず停滞する場合も考えられる。

このように，どのような品質や商圏を指向するの

かは産地によってさまざまであり，これが産地間

にみられる発展過程の違いとなって表れている。

　このような分節化した市場構造が形成されてき

た背景には，ワイン醸造業の存立基盤にみられる

地域的多様性がある。まず，ワインの原料となる

ブドウは，腐敗性が高く，遠方から運ぶことが困

難なため，栽培地域の自然条件がワインの品質に

大きな影響を与える。ブドウは，オリーブや柑橘

類といった他の地中海農産物と比較して自然条件

への順応性が高いが，良質なワインを生産するた

めには気候や土壌に関する適切な条件が必要とな

る。すなわち，ブドウの生長や成熟を促すのに十

分な気温や日照量，生長サイクルに合わせた年間

降雨の配分が必要であり，これがブドウの酸度や

糖度のバランス，ひいてはワインの品質を規定す

る。また，砂礫質土壌，石灰岩質土壌などの水は

けのよい土地ほど，ブドウが必要な水分や養分を

求めて地中深くまで根を伸ばすため，良質なワイ

ンをつくるのに適している（Unwin, 1996, 42 ―

46）。

　醸造技術もワインの品質を左右する重要な条件

である。ワインの出来は，アルコール発酵期間中

の温度や，熟成期間，用いられる樽の種類などに

よって左右されるため，品質の高いワインをつく

るためには高い技術力が求められる。また，産地

ごとに伝統的に受け継がれてきた独自の醸造方法

があり，これがワインの個性や特徴を規定してい

ることが多い。

　さらに，近年では他の主要なワイン生産国と同

様に，スペインでも原産地呼称制度が設けられ，

最終製品の品質が制度的に管理されている。後述

するように，原産地呼称の認められた産地では，

定められた生産地域内で栽培された認定種のブド

ウを使用し，一定の条件に基づいてワインの熟成

を行うことが義務付けられている。このように，

ワイン醸造業は制度的にも地域との結びつきが強

められている産業といえる。

　もとより，スペインワイン醸造業の発展過程に

ついては，スペイン人をはじめヨーロッパの研究

者によって一定の研究蓄積がある。全国スケール

でスペインワイン醸造業の発展過程を明らかにし

た代表的な研究として，Carnero i Arbat（1980），

Pan-Montojo（1994）が挙げられる。これらの研

究ではワイン醸造業の時系列的な発展・衰退の過

程は把握されているものの，全国スケールでの分

析であるため，個別産地に関する分析は断片的な

ものにとどまっている。

　それに対して，個別産地の発展過程については，

主にスペイン人研究者によるモノグラフィー的な

研究（Mestre  i  Ravent ó  s,  1987;  Palacio S á  n- 

chez, 1991; Ciurana, 1991; Santos Solla, 1992; 

Maldonado Rosso, 1999; Rexach, 2000; Huetz 

de Lemps, 2000; Sauleda Par é  s, 2000; S á  n- 

chez, 2001など）に加え，全国の産地を対象に詳

細な分析を行ったHuetz de Lemps（1967, 1993）

による成果など，相当の蓄積がある。これらの研

究は，個別産地の発展過程を明らかにするなかで，

自然条件や伝統的な醸造技術，製品の特性やその

販路など，ワイン醸造業の地域的諸相に詳しく言

及している。しかし，こうした地域的条件が産地
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の盛衰とどのようにかかわっていたのかといった

視点には乏しい。また，これらの研究は各産地の

発展過程を個別に追っているため，スペインとい

う一国スケールでみたときに，産地間の相対的な

位置づけがどのように変化したのかを明らかにし

ていない。

　他方，鉄道の発達，ブドウの病害虫による被害，

原産地呼称制度の成立など，特定の事象に焦点を

当てワイン醸造業の発展過程を検討した研究も行

われている（G ó  mez Mendoza, 1982, 1984; Gui- 

sado, 1983; Arroyo Ilera, 1993など）。これらの

研究は，個々の事象がワイン醸造業の発展にいか

なる影響を与えたのか，またその影響が地域に

よってどのように異なっていたのかを知るうえで

有益な情報を提供しているものの，それらの影響

を複合的に考察するには至っていない。

　2）目的と方法

　以上のような研究動向を踏まえ，本研究ではス

ペインワイン醸造業の発展過程を，品質，商圏の

両面で各々異なる発展の経路をたどってきた複数

産地の比較分析を通じて明らかにすることを目的

とする。その際，自然条件や醸造技術といった地

域的条件とともに，需要の変化，交通システムの

発達などの外部環境の変化を考慮し，これらが各

産地の発展をいかに規定し，その結果として産地

間の相対的地位がどのように再編されたのかを検

討する。具体的には，以下のような手順で研究を

進める。

　まず，19世紀以降におけるスペインワイン醸造

業の発展過程を時系列的に概観し，どのような外

部環境の変化がスペインワイン醸造業の盛衰をも

たらしたのかを把握する（Ⅱ章）。19世紀にまで

遡るのは，この時期に手工業的生産から工業的生

産への転換によって各産地の発展基盤が形成され

たこと，また流通機構の変化や消費構造の多様化

を背景にワイン醸造業が歴史上最も画期的な変化

を遂げたことによる。

　次に，産地の発展過程の特徴を示すものとして

品質，商圏の二つの指標を取り上げ，現在のワイ

ン醸造地域の類型化を行う（Ⅲ章）。その際，スペ

インではワイン醸造業に関する基本的な統計資料

が原産地呼称ごとに整備されていること，原産地

呼称制度のもとで生産地域が地理的に限定され，

その内部での相対的な均質性が保たれていること，

原産地呼称ごとに商品イメージや市場での評価が

ある程度確立されていることなどを考慮し，原産

地呼称認定産地を分析の基本単位とする。

　さらに，Ⅲ章の各類型から代表的な産地を一つ

ずつ抽出して，先述の地域的条件や外部環境の変

化と関連させながら，各産地の発展過程を具体的

に明らかにする。そして，これらを比較検討する

ことによって，いかなる条件がワイン醸造業の発

展過程における地域的差異をもたらしたのかを考

察する（Ⅳ章）。

　なお，本研究の分析は先に挙げた先行研究を中

心とした文献資料，スペイン農水食糧省から刊行

されている各種統計資料，ならびに 2001年 12月

と 2002年 9月にスペインで実施した現地調査の

結果に基づくものである。全国スケールのワイン

醸造業の発展過程を把握する際には，既存の文献

資料の総合的検討，および生産量などに関する経

年データの分析を行うとともに，農水食糧省への

聴き取り調査で得られた情報を参考にした。また，

産地の類型化や個別産地の発展過程の検討にあ

たっては，文献資料と統計資料を基本としつつ，

リオハおよびリベイロの統制委員会と経営形態の

異なる複数の醸造所において聴き取り調査を行う

ことで，醸造方法，醸造所の経営形態の違いなど

に関する実態把握に努めた。

II．19世紀以降におけるスペインワイン

　　　　醸造業の発展過程

　1）19世紀におけるスペインワイン醸造業

　今日スペインで観察されるワイン醸造地域の分

布は 16世紀から 18世紀にかけて形成されたもの

であり，19世紀初めにはワイン生産は全国各地で

行われていた（Huetz de Lemps, 1993, 53）。た

だし，ワインは重量のわりに低付加価値であるう

え，腐敗性の高い製品であるため，商業的ワイン

生産の発展にとっては市場への近接性が重要な問

題となった。

　G ó  mez Mendoza（1982）によると，スペイン
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の内陸部では鉄道が登場する以前の 19世紀半ば

まで，物資の輸送のほとんどが劣悪な道路の上を

ロバや馬を用いて行われていた。そのため，陸上

輸送には多くの時間を要しただけでなく，一回あ

たりの運搬量が限られたために輸送費も高くつい

た。輸送手段を欠いた内陸部の集落では，販路拡

大への期待感の欠如が醸造技術の発達を妨げ，一

般に低品質なワインがつくられていた。よって，

内陸部のブドウ栽培地域でつくられたワインは地

元市場で消費されることがほとんどであった。19

世紀前半の内陸部では，こうした交通システムの

不十分さと醸造技術の未発達さが悪循環となり，

商業的ワイン生産の発展を妨げた。

　これに対して，安価な海運を利用してワインを

輸送することのできた沿岸部の産地は，早くから

遠隔地交易によって栄えた。主な輸出拠点は，地

中海沿岸部のカタルーニャ地方やバレンシア地方，

南部アンダルシア地方のヘレスとマラガ（図 4参

照）であり，カタルーニャとバレンシアは主に蒸

留酒，ヘレスとマラガは酒精強化ワインを北西

ヨーロッパやアメリカ植民地に輸出した。蒸留酒，

酒精強化ワインのいずれもアルコール度数が高く

傷みにくい製品であり，こうした製品の耐久性が

長距離輸送を可能にしていた。

　ところが，19世紀後半以降，新たな輸送手段と

して鉄道が登場し，陸上輸送がより円滑に行われ

るようになると，ワイン醸造業は全国的な発展を

みた。Cordero y Men é  ndez（1978）が指摘する

ように，スペインにおける鉄道建設は 1853年～

1866年と 1873年～ 1896年の二つの時期に急速

に進められ，この間にスペインの鉄道網は全国的

に普及した（図 1）。その結果，地域間取引が活発

化し，国内市場の統合が進むとともに，19世紀後

半以降の人口増加や所得水準の向上と相まってワ

インの国内消費が増加した。鉄道の発達により，

輸送費が大幅に低下しただけでなく，腐敗しやす

いワインを遠隔地にまで出荷することが可能に

なったため，内陸部におけるワイン生産の拡大が

促された。

　国内市場の成長に加えて，19世紀後半における

スペインワイン醸造業の発展をもたらしたのが，
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図 1　スペインにおける鉄道網の発達（1860 ～
1890 年）．
Com � n Com � n et al. (1998)により作成．狭軌
の路線を除く．

Fig. 1  Expansion of railways in Spain（1860 ―
1890）.



輸出の拡大である。アメリカ植民地の独立や北西

ヨーロッパ市場における需要の変化を背景に，こ

れらの地域への蒸留酒や酒精強化ワインの輸出が

もつ重要性は次第に低下した。これに替わって，

重要な地位を占めるようになったのがフランスへ

の大衆ワインの輸出である。

　19世紀後半のヨーロッパでは，オイディウム病，

ミルドゥー病，フィロキセラ害虫 1）といったブドウ

の病害虫が次々と発生し，各国のブドウ栽培地域

を襲った。なかでも，世界最大のワイン生産国で

あり消費国でもあったフランスは深刻な影響を受

け，ワイン生産の不足分をスペイン，イタリア，

ポルトガルなどの周辺生産国から補わざるを得な

くなった。とくにスペインは，フランスと地理的

に近接しているうえに，その濃厚色でアルコール

度数の高い赤ワインがフランス産ワインとのブレ

ンドに向いていたために，最も重要な供給元と

なった。

　フランスによるワインの大量購入は，スペイン

の輸出発展に大きな影響を与えた。とりわけ，

1870年代後半以降フィロキセラの被害が深刻化

し，ワインの生産量が急減すると，フランス政府

はスペイン政府との間で 1877年に通商協約を，

1882年には通商条約を締結し，ワインの輸入関税

を大幅に引き下げた。このことを背景に，スペイ

ンのワイン輸出はフランスのワイン生産量の減少

と連動するように急速に拡大し，輸出総量は 1876

年から 1891年の 15年間に約 8倍に増加した（図

2）。このように未曾有の輸出増加を経験した 1870

年代～ 1880年代の時期は，スペインワイン醸造業

の「黄金時代」（Pan-Montojo, 1994, 150）とよ

ばれ，ブドウ栽培，ワイン生産ともに目覚しい発

展を遂げた。当時のフランスから求められていた

のは専らブレンド用の大衆ワインであったため，

品質の良し悪しにかかわらず，つくれば売れた。

また，この時期にはすでに鉄道網が全国に普及し

ていたため（図 1），鉄道によって大量のワインを

フランスへ輸出することが可能となった 2）。よって，

フランスの需要に合ったワインをつくり，かつ鉄

道へのアクセスのよい地域は輸出によって大きな

利益を上げることができた。

　しかし，こうした単一市場への輸出に依存した

繁栄は長くは続かなかった。1892年，先の通商条

約が撤廃され，フランス側で再び輸入関税が引き

上げられると，スペインから同国への輸出は次第

に後退した。またフランスは，自国のブドウ畑が

フィロキセラから回復するにつれて，スペインか

らのワイン購入を制限するようになり，代わりに

植民地アルジェリアからの輸入を増やしていった。

他方，スペインにおいても 1890年代以降フィロキ

セラの被害が全国に広がり，国内のワイン生産が

大きな打撃を受けるとともに，1870年代以降国内

で生産されていた偽造ワイン 3）が国際市場に流布

するようになると，スペインワインに対する評判

が下落し，販売は低迷した。こうした状況が輸出

不振に拍車をかけ，ワイン醸造業は深刻な危機に

直面することになった。

　2）20世紀以降のスペインのワイン醸造業

　20世紀初頭ワイン販売の低迷が続くなか，農政

関係者やワイン生産者の間では従来のような大衆

ワインの生産にとどまらず，品質を重視したワイ

ンづくりを行うことこそが，当時の危機的状況を

打開する唯一の方策であるという意識が高まった
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図 2　フランスのワイン生産量とスペインのワイ
ン輸出量の推移（1870 ～ 1900 年）．
Carnero i Arbat （1980）により作成．フラ
ンスの生産量は 1875～ 1899年の推移を示す．

Fig. 2  Evolution of wine production in France 
and wine exports from Spain（1870 ―
1900）.



（Pan-Montojo, 1994, 348）。そこで，その布石と

して 1932年には「ワイン憲章（Estatuto del 

Vino）」が制定され，地理的呼称の規制と保護を目

的とした原産地呼称（Denominaci ó  n de Origen，

略して DO）制度が成立した。後述するように，

原産地呼称の認定を受けた産地にはブドウ栽培や

ワイン醸造に関する厳しい規制が課せられ，産地

ごとに品質管理が行われるようになったため，こ

れがスペインワイン全体の品質改善に結びついた。

1932年の時点で，統制委員会（Consejo Regu- 

lador）の設置と法規の遵守を条件に，28の地域

が原産地呼称の認定を受けた。しかし，最終的な

認可を受けるためには，統制委員会の結成から法

規の作成・承認まで一連の手続きを経ねばならな

いため，実質的に認定産地において原産地呼称制

度が機能し始めるまでには数年を要した。した

がって，当初正式に原産地呼称制度が成立したの

はヘレスとマラガの 2産地のみであり，その他の

産地が誕生するのはスペイン内戦（1936～ 1939

年）後のことであった（Arroyo, 1993, 255）。

　品質の改善をもたらしたもう一つの重要な契機

は，醸造の近代化である。スペインでは，伝統的

に農民が自ら収穫したブドウからワインをつくる

個人醸造が卓越していた。しかし，技術的な知識

が欠如し，時代遅れの醸造設備しかもたない農民

による個人醸造では品質の高いワインはできず，

当然ながら量産も困難であった（Huetz de 

Lemps, 1993, 153）。こうした欠点を取り除いた

のが，醸造組合の結成である。醸造組合への加入

によって，貧しいブドウ栽培農民たちはそれまで

自らの資金力では購入できなかった，発酵用のセ

メント槽や金属製の圧搾機などの近代的な醸造設

備を導入し，品質の安定したワインを生産するこ

とが可能になるとともに，生産・販売の両面で規

模の経済を追及できるようになった。

　スペイン内戦が終結し，フランコ体制期に入る

と，疲弊した農業を立て直すと同時に，国内の農

業生産に対する国家の指導を強化する目的から協

同組合の結成が奨励され，1942年これに対する国

家の積極的な支援を謳った協同組合法（Ley de 

Cooperaci ó  n）が発布された。これを契機に組合

化の動きは全国に広がり，一部の地域では醸造組

合がワイン生産において重要な地位を占めるよう

になった。1950年代から 1960年代にかけては醸

造組合の設立が最も活発化した時期であり，1953

年に 286であった醸造組合の数は，1964年には

600にまで増加した（Piqueras Haba, 1993, 108）。

ただし，当時の醸造組合で生産されたワインは熟

成が全く施されず，その年のうちに出荷されるバ

ルクワインであり，国内外の市場に安価な日常消

費用ワインとして直接提供されるか，他の生産者

に加工用のモストとして供給されることがほとん

どであった。

　他方，近代的な醸造設備の導入に必要な資金を

もちえた者は，工業生産型の醸造企業とよばれる，

大規模な醸造所を設立した。これらの多くは，ブ

ドウ栽培業とは関係をもたないワイン商人，産業

資本家，あるいは貴族などによって設立されたた

め，当初はブドウ栽培農民から購入したブドウや

モストを加工する加工業者としての性格が強かっ

たが，のちに自らブドウ畑を所有し，その収穫か

らワインを醸造するようになった。このタイプの

醸造企業は，伝統的なシェリーの産地ヘレスでは

すでに 19世紀初頭に支配的となり，19世紀末以

降はリオハやパナデスといった産地にも数多く設

立された。ただし，これらはいずれも上質ワイン

生産の先駆的産地であり，それ以外の地域で工業

生産型の醸造企業が発展するのは 1950年代以降

のことである。このように，醸造組合や工業生産

型の醸造企業への醸造の集中化に伴い各地でワイ

ン醸造業の近代化が進められる一方で，いずれの

形態も発達しなかった地域では依然として伝統的

な個人醸造が続けられた。

　このような醸造の近代化とともに，1950年代

には全国のブドウ畑がようやくフィロキセラの被

害から回復した結果，ワインの生産量は徐々に増

加した（図 3）。さらに，フランコ体制初期の自己

充足的な経済体制から対外開放への移行に伴って

輸出が回復し，フランス，イタリアといった他の

生産国に匹敵する水準にまで達した。スペインが

高度成長期を迎えた 1960年代以降は，消費水準の

向上を背景にワインの国内消費量が増加し，これ
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がワイン生産のさらなる成長を促した。当時のス

ペイン国民の間で最も消費されていたのは大衆ワ

インであったが，その需要が当時国内に数多く展

開していた大衆ワイン産地の生産を支えた。

　それに対して，フランス，イタリアといった他

のヨーロッパのワイン生産国では，ビールや清涼

飲料の消費の拡大やアルコール反対運動を背景と

して，1970年代以降大衆ワインの消費が減退し

始め，深刻な生産過剰の問題に直面していた。他方，

上質ワインの消費量は嗜好の高級化に伴い徐々に

増加したが，大衆ワインの消費量の減少を埋め合

わせるには至らなかった。このような変化を受け

て，EC諸国は 1970年代後半以降，共通農業政策

の一環としてワインの共通市場を形成し，ブドウ

栽培業の構造改善やテーブルワインの市場統制に

関する諸制度を確立した。ところが，当時非加盟

国であったスペインは共通市場から締め出され，

EC諸国へのワイン輸出は後退した。これを補うた

め，スペインは共通市場政策の対象外とされてい

た原産地呼称ワイン，とくにシェリーの英国，オ

ランダへの輸出や，従来からの顧客であるEC非加

盟国スイスへの大衆ワインの輸出を強化するとと

もに，当時ワインの市場が成長しつつあった東欧

やギニア湾沿岸諸国にも新たな販路を見出した

（Piqueras Haba, 1993, 101）。

　国内外で上質ワインに対する需要が高まるにつ

れて，スペインの各産地では品質向上に向けたさ

らなる近代化が進展した。リオハなどの既存の上

質ワイン産地では，個人の醸造企業による設備投

資が活発化し，新たな醸造所の建設や醸造設備の

刷新が進んだ。また，従来大衆ワインの生産にと

どまっていた産地でも，一部の革新的な醸造家の

主導で設備の近代化や高級品種の導入が図られ，

品質を重視した生産が開始された。こうした高級

化の流れは，それまでバルクワインの生産に特化

していた醸造組合の間にも浸透し，なかには生産

したワインの一部を樽熟成し，独自のラベルを

貼ってボトル出荷する組合も現れた。このような

品質水準の向上に伴い，従来ヘレスのシェリー，

リオハの赤ワイン，カタルーニャのカバ（発泡性

ワイン）に限られていた上質なボトルワインの輸

出は，全国のワイン産地に拡大した。

　また，スペインでは 1970年に先の「ワイン憲章」

に代わって，現行のワイン法である「ブドウ畑，

ワインおよびアルコールに関する憲章（Estatuto 

de la vi n~  a, del vino y de los alcoholes）」が制定

された。同法では，とくに品質管理の制度に関し

て重要な修正が加えられ，全国の原産地呼称認定

産地は新設の品質管理機関である国立原産地呼称

院（Instituto Nacional de las Denominaciones 

de Origen，略して INDO） 4）の管理下に置かれる

ことになった。INDOは，各産地に設置された統
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図 3　スペインにおけるワイン生産量の推移（1891 ～ 1998 年）．
　　　　 Anuario de estad � stica agraria（各年度版）により作成．

Fig. 3  Evolution of wine production in Spain（1891―1998）.



制委員会を通じて生産や品質に対する指導・監督

を行うとともに，小規模な無名のワイン醸造地域

の発展を促進するために新たな原産地呼称の設立

にも積極的に取り組んだ。

　1986年に ECに加盟したスペインは，その後共

通農業政策の適用を受けるようになった。世界最

大のブドウ栽培面積を有し，EC市場におけるワ

インの在庫の約 30％を生じていたスペインに

とって，共通農業政策の適用が与えた影響はとり

わけ大きかった。ラ・マンチャなどの大生産地では，

過剰な在庫を生じたことへの罰則として，いわゆ

る強制蒸留の措置がとられ，大量のワインが市場

価格よりもはるかに低価格で回収され，蒸留に回

された。また，多くのブドウ栽培地域が ECの農

業構造改革の対象となり，補助金つきのブドウの

抜根による他の作物栽培への転換や，より高級な

品種への改植による再編が進められた（Dubos, 

1993）。

　こうした ECの共通農業政策による大衆ワイン

産地の再編成や，先述の INDOによる小規模産地

の育成活動，そして上質ワインに対する需要の高

まりを背景に，生産者側でも自らの産地ブランド

の獲得に向けた動きが高まり，原産地呼称の申請

を行う産地が相次いで現れた。その結果，1986年

から 1996年の 10年間には新たに 20の原産地呼

称が誕生した。2001年現在，56の原産地呼称認

定産地が全国に展開されており，各地で特徴的な

ワイン生産が行われている（図 4）。

III．スペインワイン醸造業の産地類型と

　　　　 発展パターン

　1）品質，商圏からみた産地の類型化

　本章では，産地の発展過程と深くかかわってい

ると考えられる指標として，I章の冒頭で議論し

た品質，商圏の二つを取り上げ，現在の原産地呼

称認定産地の類型化を行う。さらに，各類型に含

まれる産地の発展の過程を，前章で明らかになっ

た交通システムの発達や需要の変化といった外部

環境の変化と関連づけながら検討する。

　類型化の対象としたのは，2001年現在原産地呼

称の認定を受けている 56のワイン産地（以下 DO

産地と略す）である（表 1参照）。現在，スペイン

のワインは特選原産地呼称ワイン（Vino de la 

Denominaci ó  n de Origen Calificada），原産地呼

称ワイン（Vino de la Denominaci ó  n de Origen），

地ワイン（Vino de la Tierra），テーブルワイン

（Vino de Mesa）の 4つのカテゴリーに分類されて

いる。原産地呼称とは，品質がその土地独自の自

然環境や製造方法と結びついている製品に対して

与えられる地理的名称であり，生産領域を制限し，

製品の特徴や生産方法を定義することで，その品

質を法的に管理・保証する機能をもっている。ワ

インの場合は，原材料であるブドウの品種（認定

種と優先種）やワインの特徴（アルコール濃度，

酸度など）が規定されているほか，ブドウ栽培に

関する基準（栽培面積，植樹密度，haあたり最大

収穫量，灌漑の規制など）やワインの加工・熟成

に関する基準（収量，醸造法，熟成年数，樽木の

種類など）も設けられており，これらすべての工

程が原産地とされた地理的領域内で完結しなけれ

ばならない。また，各 DO産地には製品の品質管

理・認証を行う統制委員会が設置されており，生

産者は同委員会にブドウ畑や醸造所を登録しない

と，その原産地呼称を用いて製品を商品化するこ

とができない。後述するように，近年ではヘレス

の大手醸造企業を中心に，産地の枠組みを越えて

他の産地に事業展開する事例がみられるが，こう

した外部からの進出企業であっても，当該産地の

統制委員会の定める諸規制に従い，生産および販

売活動を行うことが義務付けられている。

　なお，特選原産地呼称とは，DO産地のなかで

も他にはない特別な独自性を有する産地に対して

付与される呼称である。現在，スペインで特選原

産地呼称の認定を受けているのはリオハとプリウ

ラットのみであり，これらの産地に対しては DO

産地よりもさらに厳しい生産基準が課せられてい

る。以上のように，本来地域との結びつきが強い

ワイン醸造業においては，制度的にも産地内での

相対的均質性が保たれている。

　類型化にあたっては，各産地の市場の空間的範

囲をとらえるため，全産地を輸出指向型と国内指

向型に分類し，さらに国内指向型については，ロー
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図 4　スペインの原産地呼称認定ワイン産地（2001 年）．
* は複数自治州にまたがる産地を示す．製法による分類であるカバは，特定地域に限定されない例外的な原産
地呼称であり，その生産地はカタルーニャ，アラゴン，ナバラ，バスク，リオハ，バレンシア，エストレマ
ドゥーラの各自治州に分布する．DO カタルーニャは，カタルーニャ州内に現存する 9 つの原産地呼称以外の
地域を包括する原産地呼称である．

Fig. 4  Denominations of Origin of wine in Spain（2001）.

I ガリシア州
　1．リアス・バイシャス
　2．リベイロ
　3．リベイラ・サクラ
　4．モンテレイ
　5．バルデオラス
II カスティージャ・イ・レオン州
　6．ビエルソ
　7．トロ
　8．ルエダ
　9．シガレス
 10．リベラ・デル・ドゥエロ
III バスク州
 11．チャコリ・デ・ビスカイア
 12．チャコリ・デ・ゲタリア
IV リオハ州
 13．リオハ＊

V ナバラ州
 14．ナバラ
VI アラゴン州
 15．カンポ・デ・ボルハ
 16．カラタユ
 17．カリニェーナ
 18．ソモンターノ
 

VII  カタルーニャ州
 19．クステス・ダル・セグラ
 20．プラ・ダ・バジャス
 21．アンプルダ・コスタ・ブラバ
 22．アレーリャ
 23．パナデス
 24．コンカ・ダ・バルバラ
 25．タラゴナ
 26．プリウラット
 27．テラ・アルタ
 28．カタルーニャ
VIII バレンシア州
 29．ウティエル・レケーナ
 30．バレンシア
 31．アリカンテ
IX ムルシア州
 32．ジェクラ
 33．フミージャ＊
 34．ブージャス
X カスティージャ・ラ・マンチャ州
 35．アルマンサ
 36．ラ・マンチャ
 37．バルデペーニャス
 38．モンデハール
 39．メントリダ 

XI マドリッド州
 40．ビノス・デ・マドリッド
XII エストレマドゥーラ州
 41．リベラ・デル・グアディアナ
XIII アンダルシア州
 42．コンダード・デ・ウエルバ
 43．ヘレス
 44．マラガ
 45．モンティージャ・モリレス
XIV バレアレス州
 46．ビニサレム・マリョルカ
 47．プラ・イ・リュバン
XV カナリアス州
 48．ラ・パルマ
 49．エル・イエロ
 50．イコデン・ダウテ・イソーラ
 51．アボナ
 52．バジェ・デ・グイマール
 53．タコロンテ・アセンテホ
 54．バジェ・デ・ラ・オロタバ
 55．ランサローテ
 
 56．カバ（複数自治州に分布）
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表 1　スペインの原産地呼称認定ワイン産地の概要（2000 ～ 2001 年）．
Table 1　Data on Denominations of Origin of wine in Spain（2000―2001）. 

産地類型価格指数
輸出中の
ボトルワイン
比率（％）

輸出比率
（％）

登録醸
造所数

DO ワイン
生産量
（Hl）

登録面積
（Ha）

DO
認定年

原産地呼称（DO）産地
番号

N ＋

L －
L －
L －
L －
L －
N ＋

N －

L －
N ＋

L －
L －
N ＋

I －
I －
L －
I －
N ＋

N ＋

L －
L －
L ＋
I －
I －
L －
I ＋
L －
I －
I －
I －
I －
I －
I －
I －
I －
N －

N －

L －
－
L －
I －
L －
I ＋
I －
N －

L －
L －
L －
－
L －
L －
L －
L －
L －
L －
I ＋

7.22
　5.35 ＊
　7.04 ＊
　5.70 ＊

3.72
3.57
5.13
4.09
3.25
7.01
4.66
　5.07 ＊

6.46
4.18
2.53
1.23
2.88
5.40
5.53
4.84
4.30
5.00
4.29
3.26
　5.10 ＊

8.35
4.96
3.42
3.45
2.98
　5.01 ＊

3.93
3.45
2.44
2.53
2.48
2.51
0.50
－

1.99
1.79
1.80
6.57
　5.68 ＊

4.28
　5.40 ＊

4.78
3.95
－

　5.02 ＊
2.75
2.50
　5.55 ＊

3.91
　6.09 ＊

6.30

100.0
－

100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0

0.0
100.0
100.0
85.0

100.0
100.0
99.5

100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
32.0
77.2

100.0
100.0
100.0
67.6
48.8
49.2
57.4
15.9
85.8
38.6
31.3
92.9

100.0
31.2

100.0
91.3
0.4

96.5
42.8
19.2

100.0
100.0

0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

100.0
0.0

100.0
100.0

11.6
10.0
0.2
4.0
1.0
1.3

17.8
11.6
0.7
7.2
0.0
3.2

26.6
34.0
44.7
28.7
51.1
20.9
20.5
14.6
4.2

15.0
35.0
30.5
8.3

40.3
12.4
52.0
58.4
72.8
36.9
55.1
52.5
37.0
44.8
28.8
27.8
0.8
1.6

13.3
47.2
8.2

80.5
46.5
27.2
3.1
0.3
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.4
0.0
0.3

49.0

161
82
82
9

32
39
27
31
44

128
68
17

3,131
94
15
14
50
10
25
7

30
4

274
13

156
40
46

162
103
79
47
4

41
5
6

532
73
5

42
33
96
43
85
16

115
7
9

18
7

28
15
42
42
52
19

272

44,094
100,047
14,957
2,700

28,367
47,830
30,402

147,773
44,730

403.107
4,581
8,000

3,100,681
842,686
110,450
53,986

260,091
102,989
131,609
13,750
47,611
3,657

587,935
78,807

453,447
4,732

301,196
371,800
441,397
525,325
137,676
17,200

246,023
15,587

109,500
1,030,000

762,607
7,258

31,465
26,460
73,500
94,056

677,620
58,030

344,673
10,690
9,556
5,989
1,720
8,352
2,729
1,786

13,833
4,632
9,500

1,821,789

2,389
2,610
1,235

600
1,316
3,853
4,357
5,516
2,750

15,251
140
147

57,636
15,874
7,231
7,300

14,978
2,911
4,180

550
2,032

338
27,524
5,928

11,294
1,443
9,220
6,986

39,329
17,440
14,355
4,588

41,292
2,546
7,600

191,767
29,097

781
12,433
11,758
14,393
5,878

10,679
1,112
9,931

425
250

1,044
273

1,450
2,200

760
1,724

673
2,290

32,009

1988
1932
1997
1996
1945
1989
1987
1932
1991
1979
1994
1990
1932
1932
1977
1990
1932
1980
1988
1997
1972
1932
1932
1989
1932
1932
1972
2001
1932
1932
1932
1972
1961
1994
1964
1932
1932
1997
1964
1990
1999
1932
1932
1932
1932
1991
2001
1994
1995
1994
1996
1996
1992
1995
1994
1986

リアス・バイシャス
リベイロ
リベイラ・サクラ
モンテレイ
バルデオラス
ビエルソ
トロ
ルエダ
シガレス
リベラ・デル・ドゥエロ
チャコリ・デ・ビスカイア
チャコリ・デ・ゲタリア
リオハ
ナバラ
カンポ・デ・ボルハ
カラタユ
カリニェーナ
ソモンターノ
クステス・ダル・セグラ
プラ・ダ・バジャス
アンプルダ・コスタ・ブラバ
アレーリャ
パナデス
コンカ・ダ・バルバラ
タラゴナ
プリウラット
テラ・アルタ
カタルーニャ
ウティエル・レケーナ
バレンシア
アリカンテ
ジェクラ
フミージャ
ブージャス
アルマンサ
ラ・マンチャ
バルデペーニャス
モンデハール
メントリダ
ビノス・デ・マドリッド
リベラ・デル・グアディアナ
コンダード・デ・ウエルバ
ヘレス
マラガ
モンティージャ・モリレス
ビニサレム・マリョルカ
プラ・イ・リュバン
ラ・パルマ
エル・イエロ
イコデン・ダウテ・イソーラ
アボナ
バジェ・デ・グイマール
タコロンテ・アセンテホ
バジェ・デ・ラ・オロタバ
ランサローテ
カバ

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56

82.137.66,35512,009,179641,617合計／平均　　　　　　

Ministerio de Agricultura, Pesca y Alimentaci ó  n（2002）により作成．
＊資料上の制約により実際の価格水準を上回る値になっていると推測されるもの．
登録面積，DOワイン生産量および登録醸造所数の合計には DOカバは含まれない．価格指数は 2000～ 2001年の平均値．資料上の
制約により，DOカタルーニャは 2001年，DOモンデハールは 2000年に関するデータを示した．



カル市場に強く依存するローカル指向型と，全国

市場を対象とする全国指向型に区別することにし

た。これら三つのカテゴリーに分類するにあたっ

ては，スペイン農水食糧省刊行のワインの原産地

呼称に関する資料（Ministerio de Agricultura, 

Pesca y Alimentaci ó  n, 2002）に基づき，全体の

約 3分の 1に相当する輸出比率（販売量全体に占

める輸出量の割合）30％以上の産地を輸出指向型，

それ以外を全国指向型とローカル指向型に分ける

ことにした。国内の商圏に関しては，農水食糧省

刊行のものを含め公的な資料は存在しないので，

本研究では，複数のワイン醸造業研究者が統制委

員会から提供された情報や現地調査に基づいて公

表している各産地の生産・販売に関する研究報告

（Jeffs, 2000; Pe n~  � n, 2001）を利用することにし

た。具体的には，これらの報告資料に掲載されて

いる国内販売の地域別内訳に基づき，国内指向型

とした産地のうち，販売の 80％以上が産地の属す

る自治州内で完結している産地をローカル指向型

とした。

　次に，品質については，スペイン貿易庁がスペ

インワインの輸出促進の際に基礎資料として利用

しているGrupo Gourmets社発行のスペインワイ

ン総覧（Grupo Gourmets, 2000, 2002）を参照

して，ワインの市場価格から各産地の品質に対す

る市場の評価を把握することにした。この総覧は，

各 DO産地の醸造メーカーと主要銘柄に加えて，

銘柄ごとに収穫年，原料ブドウの種類，熟成期間，

市場価格などの情報を掲載している。産地ごとに

取り上げられている銘柄は，上質ワインから大衆

ワインまで広範囲にわたっており，ワインの市場

価格を総体的にとらえるためには恰好の資料と

なっている。

　ただし，この総覧からは各銘柄の生産量が把握

できないため，仮に産地ごとのワインの平均価格

を算出したとしても，生産量の少ない高価なワイ

ンが価格水準を引き上げてしまうだけでなく，一

部の上質ワイン産地についてはとくに価格の突出

したワインがその平均値を歪めてしまう恐れがあ

る。そこで，本研究ではスペインワイン総覧の

2001年度版と 2002年度版に掲載されている全国

のワインの価格順位に基づき価格指数 5）を算出し，

その 2カ年分の平均値を当該産地で生産されるワ

インの相対的価格水準をとらえるための指標とし

た。価格指数は 10点を満点とし，5点以上の産地

を上質ワイン産地，5点未満の産地を大衆ワイン産

地として区分した。なお，価格のデータが得られ

なかった比較的小規模なメントリダとエル・イエ

ロの 2産地は，この後の分析対象から除外する。

　以上のような手続きを経たうえで，商圏と品質

に関するカテゴリーを交差させ，全国 54の産地

を，ローカル指向型上質ワイン産地（類型 L ＋），

ローカル指向型大衆ワイン産地（類型 L －），全国

指向型上質ワイン産地（類型 N ＋），全国指向型大

衆ワイン産地（類型 N －），輸出指向型上質ワイン

産地（類型 I ＋），輸出指向型大衆ワイン産地（類

型 I －）の 6類型に分類した。なお，表 1でその価

格指数に＊印の付いている産地は，価格指数の平均

値が 5点以上でありながらも大衆ワイン産地に分

類されている。これらの産地に関しては，ワイン

総覧に掲載されているワインのサンプル数自体が

少ないこと，商圏が極端に狭く実際ローカル市場

で出回っている大多数のワインが掲載されていな

いこと，販売全体に占めるバルク出荷が多いため

一部の比較的高価格のボトルワインしか取り上げ

られていないこと，酒精強化ワインなどスティル

ワインに比べ極端に高価格なワインが含まれるこ

となどにより，算出された平均値は産地全体とし

ての実際の品質水準を大きく上回っていると推測

される。以上の事情により，ここではこれらの産

地を大衆ワイン産地として分類した。

　以下，各類型の地域的分布を示した図 5を参照

しながら，類型ごとの特徴と発展の経緯を明らか

にしていく。

　2）各類型の発展パターン

　類型 L ＋（ローカル指向型上質ワイン産地）に分

類されるのは，カタルーニャ州のアレーリャのみ

である。バルセロナ近郊に位置するこの産地は，

全国の DO産地のなかでも最小規模の産地の一つ

に数えられ，バルセロナへの供給が成長の主要因

と考えられる。この産地は，近代的な醸造技術の

早期導入によって高品質な白ワインの生産に成功
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した。現在でもローカル市場への依存度が高いも

のの，スペイン有数の上質な白ワインの産地とし

て消費者の支持を得ている。

　類型 L －（ローカル指向型大衆ワイン産地）には，

6類型のうち最も多い 25の産地が含まれる。具体

的には，バレアレス州，カナリアス州などの島嶼

部の産地，バスク州，ガリシア州の産地，アンダ

ルシア州のコンダード・デ・ウエルバ，カタルー

ニャ州の一部の産地，および内陸部に散在する小

規模産地である。島嶼部の産地や周辺を山に囲ま

れたバスク州とガリシア州の産地は，国内市場か

ら地理的に孤立し，長い間地元市場向けの大衆ワ

イン生産にとどまっていた。また，コンダード・

デ・ウエルバとカタルーニャ州の各産地は，それ

ぞれシェリーやカバの輸出産地を近隣にひかえ，

原産地呼称制度の成立によって他産地からの原料

調達が禁じられるまでは，これらの産地への原料

供給地としての役割を果たしてきた。内陸部の産

地のうち，モンデハールやビノス・デ・マドリッ

ドは，近接する首都マドリッドへの大衆ワインの

供給によって成長してきた。いずれの産地でもワ

イン生産の起源は古いものの，長らく地元消費用，

あるいは他産地の原料用のバルクワイン生産に特

化してきたために DO産地としての成立が遅れ，
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図 5　スペインにおける原産地呼称認定ワイン産地の類型（2001 年）．

Fig. 5　Types of Denominations of Origin of wine in Spain（2001）.



その多くが 1990年代になってようやく原産地呼

称の認定を受けている。これらの産地の輸出比率

は小さく，スペイン国内でも地元以外でそのワイ

ンを見かけることはほとんどない。

　類型 N ＋（全国指向型上質ワイン産地）は，全国

市場を対象とした上質ワイン産地として特徴づけ

られる。前章でみたように，スペインでは上質ワ

イン産地の形成が遅れたため，このなかで伝統産

地と呼べるのはリオハのみである。それ以外は

1970年代末から 1980年代にかけて原産地呼称の

認定を受けた新興の上質ワイン産地である。これ

らの産地は，1970年代以降個人の有力な醸造家の

主導のもとで，最新鋭の醸造技術や外来の高級品

種の導入によって品質向上に努め，近年上質ワイ

ン産地として国内で広く認知されるようになった。

現在のところ，いずれの産地も生産の一部を輸出

するに過ぎないが，その 100％がボトルワインで

あることに，これらが上質ワイン産地であること

が示されている。

　類型 N －（全国指向型大衆ワイン産地）は，国内

の大衆ワイン市場を基盤に発展してきた産地であ

る。これらは，スペインでワインの消費量が増加

した 1950年代以降，醸造組合を中心とした大衆ワ

インの量産化によって成長してきた。ただし，い

ずれの産地でも 1980年代以降，個人の醸造企業を

中心に品質を重視したワイン生産が行われるよう

になり，現在ではコストパフォーマンスのよさを

売りに上質ワイン市場におけるシェアを拡大して

いる。

　類型 I ＋（輸出指向型上質ワイン産地）に分類さ

れるのは，ヘレス，カバ，プリウラットの 3産地

のみである。ヘレスはスペインで最も伝統の長い

上質ワイン産地であり，すでに 16世紀よりシェ

リーの輸出で繁栄していた。カバは他の呼称とは

異なり，製法による分類であるため，原産地は一

つの地域に限定されていないが，生産の 95％以上

がカタルーニャ州に集中し，その 80％が DOパナ

デス内にあるサン・サドゥルニ・ダノヤ付近で生

産されている。同じく発泡性ワインのシャンパン

よりも低価格であることから，国際市場において

大きな成功を収めている。一方，プリウラットは，

近年上質ワイン産地として急成長しているカタ

ルーニャ州の産地であり，2001年にはリオハに次

いでスペインで 2番目の特選原産地呼称を獲得し

ている。国内でも上質ワイン産地としての知名度

が高いが，輸出比率が 40％を超えていることから

もわかるように，国外販売にも積極的である。

　類型 I －（輸出指向型大衆ワイン産地）に含まれ

るのは，地中海沿岸部に位置するマラガ，パナデ

ス，バレンシア州とムルシア州の産地，内陸部に

あるアラゴン州とナバラ州の産地，そしてリベラ・

デル・グアディアナである。地中海沿岸部の各産

地は，19世紀半ばまで酒精強化ワインや蒸留酒の

輸出で栄えたが，19世紀後半の「黄金時代」には

フランスへのバルクワインの出荷基地へと転身し

た。また，アラゴン州，ナバラ州の産地は内陸に

ありながらも鉄道が早くから開通し，かつフラン

スに近接していたため，同じく「黄金時代」に繁

栄した。それに対して，エストレマドゥーラ州に

あるリベラ・デル・グアディアナでは，交通網の

発達が遅れたため，長らく地元市場向けの生産に

とどまっていた。それにもかかわらず現在輸出比

率が高いのは，国内市場での知名度が極めて低い

ために，価格競争力を売りにして近年国外市場で

の販売に力を入れていることによる。

　以上，品質と商圏の二つの指標に基づいて，各

産地が発展してきた歴史的背景を検討してきた。

これにより，産地によって異なる発展のパターン

があることが確認されるとともに，それが産地の

立地条件や企業家精神の存在といった地域的条件

に規定されていることが示唆された。そこで，以

下では各類型から代表産地を抽出し，地域的条件

とのかかわりから各々の発展過程をより詳細にみ

ていく。ここでは，歴史の長い産地を比較検討す

る目的から，1932年に原産地呼称制度が成立した

時点でその認定を受けた産地を対象とし，なかで

もスペインワイン醸造業の発展において重要な役

割を担ってきたと考えられる，比較的規模の大き

な産地を選定した。それらは，ヘレス（類型 I ＋），

リオハ（類型 N ＋），パナデス（類型 I －），ラ・マ

ンチャ（類型 N －），リベイロ（類型 L －）の 5産

地である。なお，該当産地が一つしかない類型 L ＋
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は，スペインのワイン醸造業においては例外的存

在であるため，対象から外した。次章では，これ

ら五つの産地の地域的条件をまとめた表 2を参照

しつつ，各産地の発展過程を論じていく。

IV．ワイン醸造業の発展過程における地域的差異

　1）ヘレス

　ヘレスは，スペイン南部のアンダルシア州カ

ディス県にある世界的に有名なシェリー産地であ

る。シェリーは，この産地特有のアルバリサとよ

ばれる石灰岩質土壌に育つパロミノ種のブドウを

原料としてつくられる。

　アルバリサは，非常に吸水性に優れ，冬の間に

降った雨を地中に蓄えるとともに，夏の間は乾燥

し表面が固まるため，水分の蒸発を防ぐことがで

きる。このため，夏の気温が 40℃以上に達するヘ

レスでも，この土壌のおかげでブドウへの十分な

水分供給が可能となる。また，アルバリサの白亜

の土壌は太陽の光をよく反射し，果実の成熟を促

すため，糖度の高いブドウができる。このアルバ

リサ土壌で栽培されるパロミノ種のブドウが最も

上質なシェリーをつくりだすといわれ，現在ヘレ

スのブドウ栽培面積の 95％を占めている。

　シェリーという個性的でかつ上質なワインの生

産に特化してきたヘレスは，スペインのワイン醸

造地域のなかでも特異な発展過程をたどってきた。

大西洋に面するヘレスは，早くからワインの遠隔

地交易によって栄え，すでに 16世紀にはアメリカ

植民地や北西ヨーロッパへのシェリーの輸出が活

発に行われていた。Simpsonによれば，シェリー

は濃厚な甘味ワインを食後酒として飲む習慣の

あった英国において大きな支持を受け，18世紀半

ば以降，英国をはじめ，アイルランド，フランス

などから英国へのシェリーの輸出に従事する商人

が多数ヘレスに進出した。しかし，19世紀に入

り，英国人の間でワインを食前酒としてあるいは

食事とともに飲む習慣が広まると，従来の甘味ワ

インに代わって，より低アルコールで辛口のワイ

ンが好まれるようになった（Simpson, 1985, 170）。

こうした嗜好の変化に対応すべく，ヘレスの生産

者たちは 19世紀半ば以降，フィノとよばれる淡色

辛口の新しいタイプのワインをつくりだした。オ

ポルト，マデイラ，マラガなど甘味ワインの生産

に特化した他の酒精強化ワイン産地が嗜好の変化

に対応できず低迷したのに対して，ヘレスは英国

市場におけるフィノの成功によってさらなる発展

を遂げた。

　19世紀半ばにおけるヘレスの醸造技術の変化

について研究した Simpsonによると，従来ヘレス

の甘味ワインは，収穫年ごとに別々の樽で熟成す

る方法でつくられていた。しかし，この製法のも

とでは熟成に通常 10年以上という長い年月を要

したため，熟成中に樽による品質のバラつきが出

るとともに，生産コストもかさんだ。こうした欠

点を取り除いたのが，ソレラシステムである。ソ

レラシステムのもとでは，古酒と新酒をブレンド

しながら熟成が進められるため，毎年一定した品

質のワインが得られるとともに，生産サイクルが

2～ 3年に短縮されたため，生産コストの削減にも

つながった（Simpson, 1997, 137―138）。さらに，

ソレラシステムにおいては，フィノの熟成に不可

欠なフロールとよばれる酵母膜の発生を促す栄養

分が新酒から古酒へと供給されるため，フィノの

加工により適していたのである（Maldonado, 

Rosso, 1999, 165）。こうして，ソレラシステムは

英国市場へのフィノの輸出拡大に伴いヘレスに特

徴的な醸造技術として普及し，ワイン生産の近代

化をもたらした。

　醸造技術の変化はヘレスの生産構造にも大きな

変化を与えた。収穫年別の熟成方法のもとでは，

ブドウ栽培者，ブドウやモストを購入してワイン

を生産する加工業者，および専ら販売に従事する

輸出業者の三者の間で分業関係が築かれており，

醸造設備をもたない輸出業者は加工業者にワイン

の生産を依存せざるを得なかった。しかし，一定

した品質のワインの供給を求める英国の輸入業者

からの要望により，ソレラシステムが導入され，

生産コストが大幅に低減すると，より確実な供給

を求めて輸出業者自らがワインを熟成するように

なった（Simpson, 1985, 186）。輸出業者は，の

ちに広大なブドウ畑を購入したり，大規模な醸造

所を建設するなど生産部門にも積極的に参入する
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ようになり，ヘレスを代表する醸造企業として台

頭した。また，シェリーの輸出はより少数の有力

企業のもとに集中するようになり，販売部門にお

ける寡占化が進んだ。輸出業者を構成していたの

は，主に 18世紀後半から 19世紀前半にかけてヘ

レスに進出し，英国とのシェリー取引によって資

本を蓄積した外国人の企業家であり，彼らがヘレ

スのワイン醸造業を完全に支配していくことに

なった。

　1870年代末以降フィロキセラの被害を受けた
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表 2　対象産地の自然条件およびワイン醸造に関する特徴．

Table 2　Characteristics of physical environment and vinification in studied areas.

リベイロラ・マンチャパナデスリオハヘレス産地名

L －N －I －N ＋I ＋類型

沿岸部（大西洋）内陸部（メセタ）沿岸部（地中海）内陸部（エブロ川流域）沿岸部（大西洋）立地条件

約 13℃約 14℃14.4℃12.8 ～ 13.9℃17.5℃年平均気温

800 ～ 1000 mm300 ～ 400 mm514 mm370 ～ 450 mm600 mm年平均降水量

花崗岩質

粘土質

砂礫質

粘土質

石灰岩質

砂礫質

石灰岩質

石灰岩質の粘土層

鉄分の多い粘土層

沖積層

石灰岩質（アルバリサ）

砂礫質

粘土質

土壌

1800 時間3000 時間2500 時間2800 時間3000 時間年間日照時間

アルバリーニョ

アルビージャ

ゴデジョ

パロミノ

ロウレイラ

マカベオ

トロンテス

トレイシャドゥラ＊

アイレン＊

マカベオ

パルディージャ

マカベオ

パレジャーダ

チャレロ

スビラット・パレント

ガルナッチャ・ブランカ

マルバシア・リオハナ

ビウラ＊

パロミノ・フィノ

ペデロ・ヒメネス

モスカテル

認定品種：白 

（＊優先種）

ブランセジャオ

カイニョ＊

フェロン

ガルナッチャ・ティントレラ

メンシア

ソウソン

テンプラニージョ

カベルネ・ソービニョン

センシベル＊

(テンプラニージョ）

ガルナッチャ

メルロ

モラヴィア

カベルネ・ソービニョン

ガルナッチャ

マスエロ

モナストレル

サムソ

ウル・デ・リェブレ

（テンプラニージョ）

ガルナッチャ

グラシアーノ

マスエロ

テンプラニージョ＊

なし
認定品種：赤

（＊優先種）

白赤，白赤，白，カバ赤シェリー主な製品タイプ 

特になし

ティナハ（土器の

大瓶）による熟成・

貯蔵

カバ製造技術，ス

テンレスタンクや

温度調節装置の早

期導入

オーク樽による熟成ソレラシステム
伝統的醸造技術 

の特徴

個人醸造醸造組合醸造企業醸造企業醸造企業卓越的経営形態

地元資本地元資本
地元資本

（同族企業）

地元資本，域外資本

（国内・外国） 
外国資本資本構成

Grupo Gourmets（2002）により作成．



フランスへの大衆ワイン輸出によって発展した他

のワイン醸造地域に対して，上質ワイン生産に特

化していたヘレスの盛衰はむしろ当時の最大の顧

客であった英国市場の動向によって左右された。

英国では 19世紀半ば以降，シェリーのような酒精

強化ワインよりもフランス産の熟成タイプの赤ワ

インが好まれるようになるとともに，他産地で

「シェリー」の名のもとで生産されたいわゆる偽造

ワインが英国内に蔓延し始めると，シェリーその

ものに対する需要が低迷した。また，英国政府は，

1860年にフランス政府との間で自由貿易条約（コ

ブデン―シュヴァリエ条約）を締結したのを契機に，

ワインに関する関税政策の変更を行い，フランス

ワインなどアルコール度数の低いワインの関税を

引き下げる一方で，高アルコールのワインに対し

ては高い関税を設定した。その結果，シェリーの

ようなよりアルコール度数の高いワインを輸出し

ていたスペインは，英国でのシェアを徐々に失っ

ていった。このような状況を背景に，ヘレスから

英国へのワイン輸出は 1873年をピークに後退し

た（Simpson, 1985, 170―173）。

　しかしながら，20世紀に入ると，大規模な醸造

企業によるブランデー生産の成功やこれに伴う販

路の多様化によって，ヘレスは新たな発展を遂げ，

スペインのワイン輸出において常に重要な地位を

占めてきた。ヘレスの著名なメーカーにペドロ・

ドメック，オズボーン，クロフトといった外資系

メーカーが名を連ねていることからもわかるよう

に，現在でも外資系の醸造企業がヘレスの生産・

販売の両面において中心的な役割を担っている。

これらは，19世紀半ばに台頭した輸出業者を起源

とするものであり，当時から操業し続ける企業も

少なくない。近年では，多くの醸造企業が事業規

模の拡大を図り，さらなる外資の受け入れや産地

内企業の吸収・合併によって巨大グループを形成

している。また，ヘレスの醸造企業の多くが従来

シェリーという酒精強化ワインの生産に特化して

きたものの，1970年代以降は商品戦略の多角化を

目的として，リオハやラ・マンチャなどスペイン

国内の他産地に進出し，スティルワイン部門に参

入する企業も現れている。

　2）リオハ

　リオハは，スペイン最大の上質ワイン産地であ

る。行政的には，スペイン北部のリオハ州，ナバ

ラ州，バスク州の三つの自治州にまたがり，エブ

ロ川流域に東西約 100　kmにわたって広がってい

る。DO登録ブドウ栽培面積でみると，リオハは

ラ・マンチャに次いで国内第 2の広さをもつ。

　地中海と大西洋のちょうど中間点に位置するリ

オハは，双方の海洋の影響を受ける特異な気候を

もち，いずれの影響が卓越するかによってその年

のワインの出来が異なるといわれる。また，上質

ワイン生産に適した土壌にも恵まれ，とくにリオ

ハの赤ワインの原料テンプラニージョ種の栽培に

最適とされる石灰質の粘土層は，熟成に向いた高

品質のワインをつくりだす。

　リオハでは，19世紀前半まで道路の状態が劣悪

で，馬やロバがほとんど唯一の輸送手段であった。

よって，ワインの出荷先は地元の非ブドウ栽培集

落，隣接するバスク地方のアラバ県やビスカヤ県，

そしてカンタブリア海沿岸地域などの近隣市場に

限られていた（Huetz de Lemps, 1967, 424）。た

だし，バスク地方は非ブドウ栽培地域であったこ

とに加え，ワインの消費量が極めて多かったた 

め，リオハのワイン生産はこの大消費地への供 

給によって支えられていた。Gallego Mart � nez

（1986, 352―353）によると，リオハの伝統的なワ

イン醸造においては，ブドウの果実と房が分別さ

れなかったばかりか，成熟度や品種の異なるブド

ウが一斉に圧搾・発酵されることが多く，発酵後

の熟成・貯蔵も全く行われていなかった。リオハ

は現在ではスペインを代表する上質ワイン産地で

あるものの，19世紀半ばまでは品質の劣ったワイ

ンしかつくられていなかった。

　したがって，19世紀後半における鉄道の発達は，

リオハの市場を拓く重要な契機となった。とくに

1870年代末，フランスによるワインの需要が増大

した際には，鉄道によって大量のワインが輸出さ

れ，これに伴い生産量も急増した。リオハは，フィ

ロキセラの被害の大きかったボルドーと地理的に

近接していたことに加え，ワイン醸造に適した気

候条件にあったことからフランス人の関心を惹き，
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スペインワインを求める商人や仲買人が殺到した。

彼らは，鉄道によってワインを直接フランスに出

荷するため，鉄道駅の周辺に多数の倉庫を建設し

た。彼らは当初，地元の生産者から購入したモス

トをそのまま母国に出荷するにとどまっていたが，

なかには大規模な醸造所を設立し，自ら輸出向け

のワインを醸造する者も現れた。これが，のちの

リオハで発達したいわゆる工業生産型の醸造企業

の原型となった。

　このように，他の地域と同様にリオハでも 1870

年代末以降フランスへの大衆ワインの輸出によっ

て「黄金時代」を迎えたが，一方で同じ頃上質ワ

インの生産も萌芽しつつあった。その先駆者であ

るムリエタ侯爵とリスカル侯爵は，それぞれ 1850

年，1868年にフランス・ボルドーの醸造技術を導

入し，オーク樽によるワイン熟成を始めた。とく

に後者は，リオハの伝統種であるテンプラニー

ジョ種が樽熟成を基本とするボルドー製法と合致

することを発見し，のちのリオハにおける上質ワ

イン生産の基礎を確立した。ボルドー製法は，オー

ク樽の購入や大きな貯蔵倉庫の建設などに多額の

投資を要したため，当初貧しいブドウ栽培農民の

間では受け入れられなかったものの，一部の醸造

家の間では次第に普及し，1870年代以降熟成タイ

プの上質ワインを生産する醸造企業が現れた。し

かし，Gallego  Mart � nez（1986, 354）が指摘す

るように，当時のリオハではフランス向けの大衆

ワインの生産によって大きな利潤が得られたため，

上質ワイン生産は依然として少数派にとどまった。

　ところが，1892年フランスとの通商条約が撤廃

され，同国への大衆ワイン輸出が制限されると同

時に，スペイン側でも当時上質ワイン市場を独占

していたフランスワインの輸入が制限されたこと

をきっかけに，リオハでは 1890年代以降上質ワイ

ン生産に特化した工業生産型の醸造企業が相次い

で設立された。Oestreicher（1994, 145―146）に

よると，熟成タイプのワインづくりには多額の設

備投資が必要とされたものの，1870年代末以降，

フランスとのワイン取引によって蓄積された地元

資本と，当時リオハの上質ワイン産地としての潜

在性に関心を抱いたフランス人やバスク人による

投資が結びつくことによって多数の醸造企業が誕

生した。

　オーク樽での熟成とテンプラニージョ種に基づ

く伝統的なワインづくりは，20世紀以降も醸造家

の間で忠実に守られ，これがリオハの発展に大き

く結びついた。リオハは，スペインを代表する上

質ワイン産地として高く評価されるようになり，

1950年代以降はアメリカ合衆国やヨーロッパ諸

国への輸出も増加した。1970年代には，こうした

リオハの成功が蒸留酒，清涼飲料水などの多国籍

メーカーやヘレスの大手シェリーメーカー，およ

びバスクの投資家の関心を引き寄せ，既存企業の

買収や新規企業の設立が活発に行われた。これら

はすべて近代的な設備を備えた工業生産型の醸造

企業であり，リオハ全体の生産能力を大幅に引き

上げるとともに，販売部門をも支配していくこと

になった。

　リオハは 20世紀を通じ，スペインの上質ワイン

市場をほぼ完全に独占してきたが，1980年代以降

はリベラ・デル・ドゥエロ，プリウラットなど他

の赤ワイン産地が頭角を現すようになった。こう

した産地との差別化を図るため，リオハではさら

なる技術革新が進められ，伝統的な熟成タイプの

ワインにこだわらない新しいタイプのワイン生産

が開始された。そして 1991年には，全国で最初

の特選原産地呼称の認可を受け，リオハのワイン

はスペインで最高級の品質を保証されることに

なった。

　3）パナデス

　パナデスは，カタルーニャ州バルセロナ市の南

西約 40　kmにあるビラフランカ・ダル・パナデス

市を中心に広がる産地である。ムンサラット山地

とカラルト山地を背に地中海に面するこの産地で

は，ブドウ畑が沿岸部から標高 800　mの丘陵地に

まで広がり，その地形的特徴の違いによってさま

ざまなミクロクリマ（微気候）が存在する。これ

によって，パナデスでは伝統種のブドウに加え，

カベルネ・ソービニョン，シャルドネ，リースリ

ングといったヨーロッパのより冷涼な地域原産の

ブドウの栽培が可能となり，現在スペインのなか

でも最も多様な品種のブドウを用いたワインが生
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産されている。

　地中海沿岸に位置し，タラゴナ港，バルセロナ

港などの重要な輸出拠点に近接するパナデスでは，

ワイン醸造業の発展は輸出と深く結びついていた。

Giralt i Ravent ó  s（1952）によると，18世紀に

はアルコール度数が高く，海上の長距離輸送に耐

える蒸留酒の生産が活発になり，主にオランダ，

英国などのヨーロッパ諸国やアメリカ植民地に輸

出された。とくに，アメリカ植民地との貿易が自

由化された 1778年以降は輸出が急増し，蒸留酒生

産の最盛期を迎えた。しかし，Valls Junyent

（2001）が論じるように，19世紀に入るとアメリ

カ植民地の独立や北西ヨーロッパでの販売不振を

背景に蒸留酒の輸出は後退し始め，これに代わっ

てワインの醸造技術や保存技術の進歩によって大

衆ワインの輸出が成長した。

　パナデスにおける 1865年以降の鉄道の開通は，

輸出港やワイン消費地と結ばれた内陸部でのワイ

ン生産の発展をもたらすとともに，1870年代末以

降のフランスへのワイン輸出にも大きく貢献した。

G ó  mez Mendoza（1982, 222）によれば，当初，

フランスへの輸出はバルセロナ港から海路によっ

て行われていたが，1880年代に入りフランスとの

国境付近の町ポルト・ボウまで鉄道が開通すると，

その大半が陸路を通じて行われるようになった。

　当時のパナデスでは，多くの生産者が輸出用の

大衆ワイン生産に特化していたため，品質の向上

にはほとんど関心が払われなかった。それに対し

て，パナデスにおけるカバ生産の発展の経緯を克

明に論じた Llobetと Giralt i Ravent ó  sの研究に

よると，シャンパーニュ地方の醸造技術を学んだ

コドルニウ社の創立者ジュゼップ・ラバントスは，

シャンパン同様の上質ワインをカタルーニャでつ

くることを意図し，試作を重ねていた。彼は，

1872年サン・サドゥルニ・ダノヤにある自らの醸

造所で発泡性ワインの生産を開始し，数年にわた

る試行錯誤の結果，パナデス固有のブドウを原料

とした発泡性ワイン・カバを誕生させた。彼の後

を引き継いだマヌエル・ラバントスはカバの生産

を商業生産に乗せ，収益の高い産業へと育て上げ

た。コドルニウ社の成功はサン・サドゥルニ・ダ

ノヤ内やその周辺集落のブドウ栽培者の間にも波

及し，以後カバの生産はパナデスのワイン醸造業

において中心的な地位を占めるようになった

（Llobet, 1959; Giralt i Ravent ó  s, 1993）。

　カバの生産は，第一次世界大戦中，シャンパン

の生産国フランスに代わって中立国スペインに対

する発泡性ワインの需要が高まったのを契機に急

成長し，パナデスではカバの生産に従事する醸造

所がさらに増加した。またカバの生産に伴い，そ

の原料となるマカベオ種，チャレロ種，パレジャー

ダ種の白ブドウの栽培も急速に広がった。

　それに対して，パナデスはスティルワインの分

野での成長が遅れ，1950年代までバルクワインの

輸出基地としての地位にとどまっていた。しかし

ながら，1960年代以降ミゲル・トーレスやジャン・

レオンといった革新的な醸造家が現れ，上質なス

ティルワインの生産に向けた近代化が急速に進め

られた。パナデスでは，温度調節装置やステンレ

スタンクなどの近代的な醸造設備がスペインで最

初に導入されるとともに，低温発酵やオークの新

樽による熟成などの技術革新も積極的に進められ

た。さらに，多様な気候条件を活かし，カベルネ・

ソービニョンやシャルドネなど他のヨーロッパ地

域原産の高級品種を順応させることにも成功し，

テンプラニージョ種を原料とするリオハをはじめ，

国内の他の上質ワイン産地との差別化が図られた。

このように，パナデスでは近代的な醸造設備や醸

造技術の導入，新たな品種の採用，そしてこれら

を促す企業家精神が有機的に結びつき，1960年

代以降の近代化を成功へと導いた。一方，発泡性

ワインの分野では，2大メーカーであるコドルニ

ウ社とフラシャネット社が 1960年代以降，本格的

に輸出を開始したのを契機に国際的にカバの需要

が高まり，アメリカ合衆国，ヨーロッパ諸国を中

心に輸出市場が拡大した。カバはパナデスとは別

の原産地呼称であるものの，現在カバの生産者の

大部分がパナデスの醸造企業によって占められて

おり，パナデスではほとんどの醸造企業がスティ

ルワインとカバの両方の生産にたずさわっている。

　パナデスの上質なスティルワインやカバの生産

において重要な役割を担っているのは，工業生産
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型の醸造企業である。パナデスの位置するカタ

ルーニャ州は，スペインのなかでもとりわけ産業

資本家の成長が顕著にみられた地域で，パナデス

は他のワイン醸造地域に先駆けて早くから地元資

本による企業的経営が卓越していた。そのため，

同じく工業生産型の醸造企業が支配的であるヘレ

スやリオハにおいては近年外国資本や国内の域外

資本の流入が著しいのに対して，パナデスでは依

然として地元の同族企業が活力を保持している。

こうした同族企業の典型的な成功例が，先に挙げ

たカバの 2大メーカーのコドルニウ社とフラシャ

ネット社，そして上質スティルワインメーカーで

あるトーレス社であり，これらはスペインを代表

する多国籍ワインメーカーとして成長してきた。

とくに前者 2社は，近年産地内の醸造企業を次々

と傘下に収めて巨大グループを形成し，生産・販

売の両面でパナデスにおける影響力を強めている。

　4）ラ・マンチャ

　ラ・マンチャは，世界最大のブドウ栽培面積を

有する産地であるが，良質なワインをつくるのに

適した自然条件を有するわけではない。標高約

600　mのメセタ（中央高原）に広がるこの産地の

気候は，夏と冬の気温差が著しい典型的な大陸性

気候であり，周辺の山地によって海からの湿った

風の進入が遮られるため，年間を通じて乾燥して

いる。さらに，その広大な面積にもかかわらず，

地勢が平坦であるために産地内部の気候は多様性

を欠いている。よって，栽培されるブドウのバラ

エティーにも乏しく，現在，白ブドウのアイレン

種の栽培が全体の 80％以上を占めている。

　ラ・マンチャは伝統的に牧羊と穀物栽培の卓越

した地域で，ブドウ栽培は行われていたものの 18

世紀半ばには耕地面積全体の約 8％を占めるに過

ぎなかった（Huetz de Lemps, 1993, 64）。イベ

リア半島の中央部に位置するこの産地では商業的

ワイン生産の発達が遅れ，19世紀前半までは地元

消費用のワイン生産にとどまっていた。

　しかし，19世紀後半の鉄道網の発達に伴い，

ラ・マンチャのワイン生産は急速に発展した。ラ・

マンチャは，スペインで最も早く鉄道が開通した

地域の一つであり，1860年代以降，首都マドリッ

ドやバスク地方などスペイン北部にまで市場を広

げるとともに，1870年代末以降はフランスへの

輸出も行われた。さらに，1910年代までフィロキ

セラの被害を免れたラ・マンチャは，その間他の

被害地域にワインを供給することによって大きな

利潤を上げた。ラ・マンチャでは，乾燥した気候

と礫の多い砂地の土壌がフィロキセラの活動を妨

げたのであった。販売の拡大に伴い，ラ・マンチャ

のブドウ栽培面積は急速に拡大し，1880年代半

ばにはスペイン最大のブドウ栽培地域となった。

　フィロキセラの被害の後は，害虫への抵抗力が

強く，ラ・マンチャの厳しい気候条件にも耐えう

るアイレン種の植え付けが進んだ。アイレン種か

らは平凡な品質のワインしかできなかったものの，

ブドウ栽培者たちはその生産性の高さに惹かれ，

このブドウの栽培に偏重していった。一方，中小

規模の生産者の多かったラ・マンチャでは，伝統

的にティナハとよばれる土器の大瓶でワインを熟

成・貯蔵する製法が定着していたが（Huetz de 

Lemps, 1993, 207），こうした手工業的な醸造技

術がラ・マンチャのワインの品質を引き下げる別

の要因となっていた。それにもかかわらず，保守

的なブドウ栽培農民の間ではこの伝統的手法への

こだわりが強く，これがラ・マンチャの近代化を

遅らせることになった。

　ところが，1950年代以降の醸造組合の普及を契

機に，ラ・マンチャでも工業的なワイン生産が開

始されるようになった。ラ・マンチャは，スペイ

ンのワイン醸造地域のなかでも組合化の動きが最

も著しかった地域であり，多くのブドウ栽培農民

が醸造組合のもとへと統合されていった。醸造組

合は，のちに年間 10万 Hl以上の生産能力をもつ

大規模な醸造所へと成長し，ラ・マンチャのワイ

ン生産の 60％以上を占めるようになった（Huetz 

de Lemps, 1993, 208）。しかし，醸造組合で生産

されるワインは，専らアイレン種を原料とした大

衆的な白ワインであり，その大部分が国内外の市

場にバルク出荷されるほか，蒸留酒の原料として

ヘレスなどの他産地に供給された。とくに，自動

車輸送の発達に伴い，ラ・マンチャのワインは大

きなタンクを積んだトラックによって全国各地に
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出荷されるようになり，当時のスペイン国民の大

衆ワイン需要を満たした。

　こうしてラ・マンチャのワイン醸造業は醸造組

合の主導により近代化を遂げたものの，量産によ

る利潤を追求するあまり，品質の向上に関心を払

うことなく，低廉な大衆ワインの生産に偏った状

態が続いた。他方，S á  nchez（2001, 38―39）が論

及するように，すでに生産過剰の兆しのみられた

ラ・マンチャでは，1950年代以降国の市場介入政

策のもとで在庫の買い取りが行われるようになり，

これが無秩序なブドウ栽培とワイン生産の拡大を

助長した。しかし 1970年代に入り，消費者の嗜

好が高級化に向かうにつれ，アイレン種のみを原

料としたラ・マンチャのワインにはかつてほど買

い手がつかなくなり，以後深刻な生産過剰に直面

することになった。

　このような状況のもと，ラ・マンチャでは 1980

年代以降，上質ワイン生産を前提としたブドウ栽

培業の再編と醸造技術の革新が進められた。とく

にラ・マンチャのブドウ栽培業は，生産過剰の是

正を目的とした ECの農業構造改革の対象とされ，

低級なアイレン種からマカベオ種やシャルドネ種

などのより高級な白ブドウ品種への転換が図られ

た。また，地元原産のセンシベル種への改植が奨

励されると赤ワインの生産も徐々に増加し，近年

ではカベルネ・ソービニョン，メルロなどの外来

種も栽培されるようになった。一方，醸造面では

温度管理装置や冷却機能を備えたステンレスタン

クなどの近代的な醸造技術が普及するとともに，

オーク樽での熟成やボトルワインの生産も行われ

るようになった。

　こうした努力が実を結び，近年ラ・マンチャの

品質レベルは向上し，国内外での販売を徐々に回

復した。とくに，リオハやリベラ・デル・ドゥエ

ロ，ルエダなどの他の上質ワイン産地よりもはる

かに低価格で良質なワインを提供できることを売

りに国内市場での競争力を高めている。

　5）リベイロ

　リベイロは，スペイン北西部ガリシア州の内陸

部オレンセ県にある白ワインの産地である。ブド

ウ畑は，大西洋に注ぐミーニョ川とその小さな支

流アビア川の両岸に広がり，標高 100～ 200　mの

日当たりのよい傾斜地で段々畑をなしている。周

辺を山に囲まれ，大西洋やカンタブリア海の影響

を受けにくいリベイロは，年間降水量 800～

1000 mmとガリシア州のなかでは最も降水量の

少ない地域の一つであるが，スペインの他のブド

ウ栽培地域と比較するとかなり湿潤な気候をもち，

年間日照量も少ない。こうした気候条件のもとで

は，ブドウが熟しにくいため，糖度の高いブドウ

が必要とされる赤ワインの生産にはあまり適して

いない。よって，リベイロでは，赤ワインの生産

も一部行われているものの，生産の大部分は白ワ

インによって占められている。

　内陸にありながらもミーニョ川を通じて大西洋

と結ばれていたリベイロは，陸上輸送が発達して

いなかった時代には，ワインの海上交易において

高い優位性を保持していた。Huetz de Lempsに

よると，リベイロではすでに 16世紀より商業的な

ワイン生産が開始され，ガリシア地方の沿岸都市

やアストゥリアス地方からバスク地方にかけての

カンタブリア海沿岸地域との間で沿岸貿易が盛ん

に展開されていた。さらに，英国との近接性を利

用して同国への輸出も活発に行われていた。ワイ

ンの流通チャンネルが限られていた当時は，リベ

イロのワインはスペインで最も上質な白ワインの

一つとして英国人の間で高く評価されていた

（Huetz de Lemps, 1993, 54）。しかし，16世紀

末フェリペ 2世の治世にスペインと英国との関係

が悪化したのを契機に，リベイロから同国へのワ

イン輸出は徐々に衰退した。一方，国内では他産

地との競争が激しくなるなかで，リベイロは従来

のカンタブリア海沿岸地域の顧客を失い，その市

場は次第にガリシア地方内に限定されるように

なった（Huetz de Lemps, 1967, 224―225）。

　1870年代末以降，他の産地がフランスへのワイ

ン輸出によって「黄金時代」を迎えたのに対して，

リベイロはその流れに参入することができなかっ

た。Santos Sollaはその理由の一つとして，リベ

イロの地理的周辺性を指摘している。スペインの

北西端にあるガリシア地方は，もともと国内市場

から孤立していただけでなく，山がちな地形ゆえ
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に道路や鉄道などの交通網の整備が遅れていた。

先述のように，スペインの内陸部では 1850年代か

ら 1860年代にかけて鉄道網が普及し始め，1870

年代末以降のフランスへのワイン輸出に大きく貢

献したのに対して，ガリシア地方ではこの時点で

鉄道は全く引かれていなかったのであった

（Santos Solla, 1992, 90）。このように，陸上交通

網の発達とそれに伴う流通チャンネルの多様化，

そして国際的なワイン取引の活発化といった 19

世紀以降の新たな状況のなかで，リベイロの周辺

性はますます強められていった。

　また，他のブドウ栽培地域に比べ湿潤な気候を

もつリベイロは，19世紀以降ヨーロッパを立て続

けに襲ったブドウの病害虫の被害に苦められた。

1850年隣接するポルトガルから侵入したオイ

ディウム病は，ブドウをモノカルチャーとするリ

ベイロに大きな打撃を与え，多くの小農がブドウ

栽培を断念した。1880年代に入ると，湿潤な土地

を好むミルドゥー病がリベイロで猛威を振るい，

その被害によって収穫のほとんどが台無しになっ

た。それに対して，リベイロではフィロキセラに

よる被害は比較的小さく，被害面積は全体の 2　％

を占めるに過ぎなかった（Santos Solla, 1992, 

102）。

　フィロキセラの被害が小さかったにもかかわら

ず，リベイロではその後この害虫への抵抗力の強

い，パロミノ種やアリカンテ種といった外来種の

植え付けが急速に進んだ。これは，従来の品種に

比べて外来種の生産性が高かったためであり，

フィロキセラの被害から回復した後もこれらの栽

培は意図的に続けられた。しかし，リベイロの自

然条件のもとでは外来種のブドウから良質なワイ

ンはできず，これが品質の向上を妨げる要因と

なった。

　ミニフンディズム（小土地所有制）の伝統の強

いリベイロでは，伝統的にコセチェイロとよばれ

る小規模なブドウ栽培農民による個人醸造が支配

的であった。彼らは，一般に 2～ 3　haあるいはそ

れ以下の小さなブドウ畑しかもたず，自ら所有す

る簡素な醸造器具で手工業的な生産を行ってきた。

アルコール度数が低く，酸味の強いコセチェイロ

のワインは，国内市場で上質ワインとして認知さ

れることは決してなかったが，地元ワインへの愛

着が強く，大衆ワインの消費が定着していたガリ

シア地方の農村部ではそれなりの支持を得ていた。

　しかし，コセチェイロの卓越はリベイロの近代

化にとって大きな足かせとなった。十分な資金を

もたない貧しいブドウ栽培農民の間では，近代的

な醸造設備への投資が遅れただけでなく，工業的

生産を促す企業家精神も育たなかった。一方，

Huetz de Lemps（1967, 566）も指摘するように，

ミニフンディズムを背景に個人主義的性格の強い

ブドウ栽培農民の間では，醸造組合の結成も進ま

なかった。また，コセチェイロの間で生産が細分

化していたために，産地として均質的な製品を市

場に提供することが困難だっただけでなく，その

大半がバルク出荷されていたために他産地の廉価

なブドウやワインを使用した不正も起こりやす

かった。それに加えて，リベイロの顧客が伝統的

に大衆ワインを支持する貧しい農民層であったこ

とも，品質の向上を妨げる別の要因となっていた。

　他の産地から遅れをとりながらも，1967年の醸

造組合の設立と，これに続く工業生産型の醸造企

業の立地によってリベイロの近代化が推進された。

近代的な醸造技術の普及によって製品の標準化が

達成されるとともに，醸造組合や醸造企業によっ

てボトルワインの生産の比率が高まるにつれ，ワ

インの不正も起こりにくくなった（Santos Solla, 

1992, 153―154）。また，従来の低級な外来種に代

わって，トレイシャドゥラ種やカイニョ種などの

伝統種が見直されるようになり，これがリベイロ

の品質向上に大きく結びついた。

　このように，リベイロのワイン醸造業はここ数

十年で急速な近代化を遂げた。しかしながら，

Torres Luna y Lois Gonz á  lez（1996）や Torres 

Luna y Santos Solla（1996）が主張するように，

ブドウ栽培面積の減少や兼業化の進行，コセチェ

イロの間での経営の細分化など，ブドウ栽培面で

多くの問題を抱えるとともに，バルク出荷の卓越，

産地外部からのブドウの持ち込みによる不正なワ

イン生産，低級ブドウの使用，低価格性といった

従来リベイロのワインがもつ問題も依然として残
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されている。

V．お わ り に

　本研究では，スペインワイン醸造業の発展過程

における地域的差異がいかに形成されたのかを明

らかにするため，品質，商圏に関する特徴の異な

る五つの産地を取り上げ，その比較検討を試みた。

これまでの検討を踏まえつつ，若干の考察を行っ

ておく。

　まず，自然条件の違いは各産地の発展に深くか

かわっていたことが確認された。ヘレス，リオハ

といった上質ワイン産地では，高品質なワインを

生み出す独特の気候や土壌が発展をもたらす重要

な条件となった。また，パナデスはスティルワイ

ン産地としては後発であったものの，多様なミク

ロクリマの存在がより冷涼な地域で評価の確立し

た品種の導入を可能にし，品質の向上をもたらし

た。それに対して，極端に乾燥したラ・マンチャ，

降水量の多いリベイロのように，良質なワインを

つくるのにあまり適していない気候条件のもとに

ある産地は，今日まで大衆ワイン産地の地位にと

どまっている。

　自然条件がもたらしたのは，品質の違いだけで

はない。気候や土壌によって栽培品種は異なり，

これがワインのタイプの違いとなって表れた。た

とえば，シェリー独特の風味をもたらすのは，ヘ

レスの固有のアルバリサ土壌で栽培されるブドウ

だけである。リベイロで白ワインの生産が卓越し

ているのは，降水量が多く日照量の少ない気候条

件のもとでは，赤ワインの生産に必要なブドウの

成熟度が得られにくいためである。このように，

自然条件はワインの品質とともに，そのタイプを

も決定づけ，産地の発展過程に少なからぬ影響を

与えた。

　しかしながら，自然条件に恵まれていることが，

早期発展の必要十分条件というわけではない。ワ

インは腐敗性が高く，単位重量あたりの価格が低

い製品であるため，市場への近接性からみた立地

条件も産地の発展にとって重要であった。実際，

鉄道輸送が発達する以前の時代に繁栄したのは，

ワインの海上輸送を容易に行える沿岸部の産地で

あった。たとえば，自然条件の面で不利な条件に

あったリベイロにおいて，すでに 16世紀に商業的

生産が展開されていたのは，港湾へのアクセスが

よく，海上の輸送ルートを利用してワインを出荷

できたためであった。それに対して，内陸部に位

置し，交通の便の悪かったリオハは，上質ワイン

をつくる潜在力を有しながらも 19世紀半ばまで

停滞した。ところが，新たな輸送手段として鉄道

が発達すると，内陸部の産地にも発展の契機が訪

れ，とくにリオハはフィロキセラの渦中にあった

フランスへの輸出によって急速な発展を遂げた。

それに対して，スペインの北西端に位置し，国内

市場から孤立したリベイロは，鉄道の開通が遅れ

たことによって周辺性を強めることになった。こ

のように，リオハとリベイロの事例からも，交通

網によって規定される市場への近接性は商圏の拡

大に影響を及ぼし，産地の盛衰を左右していたこ

とがわかる。

　他方，醸造技術の革新などの面で重要な役割を

担った企業家の存在も，産地の発展を促す重要な

条件であった。とくに，早くから醸造企業の成長

がみられたヘレス，リオハ，パナデスは，スペイ

ンにおける上質ワイン生産の先駆的産地として発

展した。ただし，各産地の発展における企業家の

存在の意味は，先に挙げた自然条件や立地条件と

のかかわりからとらえなければならない。

　ヘレスでは，ソレラシステムに基づく近代的な

ワイン醸造業の展開や，英国への輸出の拡大過程

において，外国人企業家の果たした役割が大き

かった。ただし，ヘレスが上質ワインの輸出産地

となりえたことには，シェリーという特殊なワイ

ンの生産に適した自然条件が賦与されていたこと，

この製品が英国人の嗜好に合致し，かつ長距離輸

送に耐えうる酒精強化ワインであったこと，そし

てヘレスが大西洋に開かれ，最大の顧客である英

国へのアクセスに優れていたことが前提条件とし

てあった。これらの条件を巧みに活かしつつ，醸

造の近代化や販路の拡大を成功させたのが，外国

人企業家だったのである。

　同じく沿岸部に位置するパナデスは，ヘレスと

同様に輸出に有利な立地条件にあったものの，上
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質ワイン生産に適した特別な自然条件に恵まれて

いたわけではなかった。にもかかわらず，ワイン

醸造業の展開が早かったのは，スペインで最初に

近代産業の発展をみたカタルーニャで輩出された，

起業家精神に富む産業資本家，商業資本家が，蒸

留酒，カバなどの商業的生産を手がけたためで

あった。シャンパーニュ製法に基づくカバの発明

や，近代的な醸造技術の早期導入は，製品開発や

技術革新に意欲的な企業家の存在を抜きには考え

られない。また，パナデスのスティルワインの品

質が向上したのは，醸造企業家が産地内部の微細

な気候の差異に着目して，高級品種を順応させよ

うと試みた結果であった。このように，パナデス

では，輸出に適した立地条件とともに，地域内で

育まれた起業家精神が産地の発展を導いた。

　他方，醸造企業が卓越する三つの産地のうち，

リオハは企業家の成長が最も遅かった地域である。

それは，リオハがワイン醸造に適した自然環境に

ありながらも，交通システムの欠如が一因して長

らく発展の機会を得なかったためである。しかし，

鉄道の開通とフランスにおけるフィロキセラの発

生をきっかけとして，ワイン醸造に適したリオハ

の自然条件とフランスへの近接性がフランス人の

関心を惹きつけた。リオハでは，すでにボルドー

の醸造技術を導入した近代的なワイン醸造が試み

られていたが，こうした上質ワイン生産に向けた

動きに大きな弾みをつけたのが，リオハの潜在性

に注目したフランス人や近隣バスクの資本家で

あった。

　それに対して，内部で企業家が育たず，さらに

外部の企業家を引き寄せることもできなかった産

地では，近代化の動きはなかなか生じなかった。

ラ・マンチャでは，鉄道の開通によって全国に市

場を拡大することが可能になったものの，良質ワ

インの生産に不向きな気候条件と，保守的な農民

による手工業的生産への固執が品質の向上を妨げ

た。20世紀後半に入ると，醸造組合の結成を奨励

するフランコ体制期の農業政策に誘導されて，ラ・

マンチャのワイン醸造業は近代化を成し遂げ，大

規模な工業的生産が開始された。しかしながら，

量産による利潤を追求するあまり，品質の改善を

怠り，のちに深刻な販売不振に陥った。

　他方，ミニフンディズムを背景に経営の細分化

が著しく，自家消費用のワイン生産の伝統が定着

していたリベイロでは，醸造組合の結成すら遅れ

た。さらに，陸上交通の便が悪く，国内市場から

孤立していたことも，大消費市場を意識した生産

の革新を遅らせる要因となった。その結果，市場

開拓力や商品開発力の欠如した小規模ブドウ栽培

農民が長らく生産の中心を占めることになった。

　以上の分析結果は，品質水準の高い産地，商圏

の広い産地だけが存続の基盤を有することを意味

するのではない。たとえばラ・マンチャは，大衆

ワインに対する需要が大きかった時代には量産化

によって成長することができ，リベイロは商圏が

狭くても地元市場では着実な販売実績を維持して

きた。つまり，ワイン醸造業の発展のあり方は極

めて多様であり，大衆ワイン産地や小規模産地に

も固有の戦略があったのだといえる。

　以上のように，本研究では 19世紀以降のスペイ

ンワイン醸造業の発展過程を検討するなかで，自

然条件，市場への近接性，企業家の役割といった

地域固有の諸条件が複雑に絡み合って産地の盛衰

を規定していたこと，これらの地域的条件のもつ

意味は，交通システムの発達や需要の変動といっ

た外部環境の推移とともに変化し，それに伴って

産地の相対的な位置づけ自体も再編されていくこ

とが明らかになった。ただし，現代では醸造技術

の発達によって自然条件による制約をある程度克

服することが可能になっているし，交通システム

の発展に伴い市場への近接性の格差もほぼ完全に

解消されている。したがって，今後のワイン醸造

業地域の発展を検討するにあたっては，産地レベ

ルでの企業行動，販売戦略にも着目した分析が必

要であるといえよう。

注

1）フィロキセラとは，ブドウの根に寄生し，その樹液
を吸ってブドウの木を死に至らしめる害虫で，ブドウ
ネアブラムシともよばれる．1860年代，アメリカか
ら輸入されたブドウの苗木に付着してヨーロッパに侵
入した．1863年フランスで最初に発見された後，そ
の被害はヨーロッパ中のブドウ栽培地域に広がった．

2）G ó  mez Mendoza（1984）によると，当時スペイン
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北部を走っていたノルテ鉄道によるワインの出荷量は，
1877年時点で全積載量の5.6％しか占めていなかった
にもかかわらず，フランスへのワイン輸出が増加する
につれてその比率は拡大し，1881年には 23.4％を占
めるようになった．

3）偽造ワインとは，ワインを水で薄め，これに工業ア
ルコールを添加することによってつくられるもので，
時には着色料として有害な化学物質が使用された．
1870年代以降，ワインの国際的需要が高まると同時
に，ドイツからスペインに安価な工業アルコールが輸
入されるようになると，偽造ワインの生産が国内に広
まった．とくに，スペインワインの主な輸入国であっ
た英国とフランスは，人体への影響からこれを痛烈に
非難し，輸入を制限した（Huetz de Lemps, 1993, 
112; Pan-Montojo, 1994, 212―229）．

4）国立原産地呼称院は 1996年に品質呼称局と改称さ
れ，農水食糧省の一部局として統合された．

5）具体的には，掲載されているすべてのワインを価格
の低い順に並べ，下から 10％ずつ区分して 10段階の
ランク付けを行う．さらに，各ランクのワインに 1点
刻みの一律の点数を与え（ランク 1であれば 0.5点，
ランク 2であれば 1.5点），各産地で生産されるワイン
の点数の平均をとって，これをその産地の価格指数と
した．こうすることで，各産地の市場における相対的
な位置づけを把握することが可能になるとともに，生
産量が少なく極端に価格の高いワインの存在によって，
実態から著しく乖離した数値が生じることもなくなる．
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Econ ó  mico en Espa n~  a. 1855 ― 1913. Alianza Uni- 
versidad.
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vignoble : Un type d'explotation agraire individu-
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Roudi é  , P., Huetz de Lemps, A. eds.: Des 
Vignobles et des Vins a`  travers le Monde : 
Hommage a`  Alain Huetz de Lemps. Presses 
Universitaires de Bordeaux, 461―468.

Unwin, T.（1996）: Wine and the Vine: An Historical 
Geography of Viticulture and the Wine Trade. 
Routledge.

Valls Junyent, F.（2001）: Cambios estructurales en 
el comercio vin � cola y progresos en la ciencia eno- 
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